
分野 評価結果 コメント

教育

A

当該分野について、十分、質保証に取り組んでいると考える。

特に、これまで教職専任教員のみが確認していたアンケート結果を学士課程運営検討部会員と
共有し、教職FDを実施した。また、電子黒板などの設備を行い、学生が自習等で活用できる体
制が整えた。

当該分野の取組みについて、引き続き適切に実施されたい。

【教職課程】2024年度の状況に関する全学レベルの点検結果（一覧）

評価基準
A 十分、質保証に取組んでいる

B 概ね、質保証に取組んでいる

C 改善が必要



検討中 対応中 対応済 その他

教育 1 毎年度
建学の理念や精神に基づいた教員の養成の
目標等が具体的かつ明確な形で設定され公
表されているか。

●大学ＨＰ（教員養成の状況についての情報公表に関す
ること） ○

教育 2 毎年度
学生や採用権者の意見の考慮、北九州市の
教員育成指標との関係性の考慮が行われて
いるか。

●北九州市地区教育実習連絡協議会資料 ○

教育 3 毎年度
学修成果や自己点検・評価の結果、社会情
勢や教育環境の変化等を踏まえた適切な見
直しが行われているか。

●教育実習校からの意見・要望まとめ
●履修カルテ、自己評価シート ○

教育 4 毎年度
複数の教職課程間における授業科目の共通
開設は、開設に責任を負う学科等の強み・特
色を生かしつつ適切に行われているか。

●北九州市立大学教職課程運営委員会規程第３条

○

教育 5 毎年度
ＩＣＴ環境、模擬授業用の教室、関連する図書
など、教職課程の授業科目の実施に必要な
施設・設備が整備されているか。

●関連図書
●ＩＣＴ環境の整備状況（電子黒板機能付きプロジェク
ター・電子教科書）

○

教育 6 毎年度

教職実践演習、教育実習（学校体験活動含
む）は、事前指導・事後指導を含め、大学の
主体的な関与の下で適切に行われている
か。

●教職課程履修規程第９条 ○

教育 7 毎年度

全学的に教職課程を実施する組織を設置
し、当該組織の果たす役割・機能が明確に示
されているか。また、教職課程の自己点検・
評価の実施にあたり、教職課程を有する各
学科等と連携しながら、必要な調整を行う
など、教職課程の自己点検・評価の適正な運
営が実施されているか。

●教職課程運営委員会規程
●教職課程運営委員会議事録 ○

教育 8 毎年度

教職課程認定基準を踏まえた教員を配置し
ているか。また、教職課程を適切に実施する
ため、事務組織を設け、必要な職員数を配置
しているか。

●大学ＨＰ（教員養成の状況についての情報公表に関す
ること）
●課程認定申請書類、変更届
●事務分担表

○

教育 9 毎年度

教科に関する科目の授業科目を担当する教
員や実務家教員も含め、教員の養成の目標
等への理解をはじめ教職課程を担う教員と
して望ましい資質・能力を身に付けさせるた
めのＦＤ・ＳＤの取組が実施されているか。

●ＦＤ研修の実績
●授業評価アンケート
●ＳＤ研修の実績

○ 有

教育 10 毎年度

個々の授業科目の見直しにつながるＦＤの
機会で活用できるように、効果的な授業評
価アンケートの作成・実施が行われている
か。

●授業評価アンケート ○

教育 11 毎年度

法令に定められた情報公表が学外者にもわ
かりやすく適切に行われているか。また、大
学が必要な資質・能力を備えた学生を育成
できているか、エビデンスとともに説明でき
ているか。

●大学ＨＰ（教員養成の状況についての情報公表に関す
ること） ○

教育 12 毎年度
教職課程の自己点検・評価に関する情報を
根拠となる資料やデータ等を示しつつ、わか
りやすく公表できているか。

●大学ＨＰ（教員養成の状況についての情報公表に関す
ること）
※「教職課程の自己点検・評価」の項目追加

○

分野 NO. 点検
時期

中期
計画

点検の基準

教職課程における自己点検・評価シート
＜2024年度の状況に関する点検（モニタリング）＞

対象部局 教職課程運営委員会
※上記の対象部局欄にて、ご自身の部局を選択後、点検してください。

根拠資料

改善推進組織による点検

自己点検
○または×

別紙の
有無

昨年度の改善項目の改善状況

☆…教育改革推進室 教学IR推進部門より提供

★…Annual Reportに記載（括弧書きは頁数）



教育 13 毎年度
学生に教職への入職に関する情報を適切に
提供するなど、学生のニーズに応じたキャリ
ア支援体制が適切に構築されているか。

●教員採用試験対策ゼミ
●現役教員を授業に招聘し、キャリア教育を実施 ○

教育 14 毎年度

教員の採用を担う教育委員会や各学校法人
と適切に連携・交流を図り、地域の教育課題
や教員育成指標を踏まえた教育課程の充実
や、学生への指導の充実につなげることが
できているか。

●北九州地区教育実習連絡協議会（校長会や教育委員会
との意見交換） ○

教育 15 毎年度

教育実習を実施する学校と適切に連携・協
力を図り、実習の適切な実施に努め、学習指
導員としての活動など学校現場での体験活
動を行う機会を提供しているか。

●大学ＨＰ(学習支援ボランティア実施状況)
●学士課程運営検討部会会議資料 ○

教育 16 毎年度

学外の諸機関との連携の下、教育課程を充
実するために学外の多様な人材を実務経験
のある教員又はゲストスピーカー等として
活用することができているか。

●外部講師招聘実績 ○



検討中 対応中 対応済 その他

教育 17 毎年度
法令及び教員の養成の目標等と対応した必
要な授業科目が開設されているか。

●履修ガイド
●シラバス ○

教育 18 毎年度

今日の学校におけるＩＣＴ機器を活用し、情
報活用能力を育てる教育への対応が充分可
能となるように、情報機器に関する科目や
教科指導法科目等を中心に適切な指導が行
われているか。

●履修ガイド
●シラバス
●教職課程カリキュラム・マップ ○

教育 19 毎年度

教職課程について、各学科と全学組織であ
る教職課程運営委員会が連携し、学修成果
や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実
が図られ、適切な見直しが行われているか。

●教職課程運営委員会議事録
●履修ガイド
●シラバス

○

教育 20 毎年度

学科等の目的を踏まえ、教職課程科目とそ
れ以外の学科科目等との系統性の確保を図
りながら、コアカリキュラムに対応する教職
課程カリキュラムを編成しているか。

●履修ガイド
●シラバス
●コアカリキュラム対応表 ○

教育 21 毎年度

教員の養成の目標等と授業科目との関係、
授業科目の目的と到達目標、内容と方法、
計画、成績評価基準、事前学修と事後学修
の内容等が明確に記載されているか。

●シラバス ○

教育 22 毎年度

アクティブ・ラーニングやＩＣＴを活用した新
たな手法を導入し、「考える」「話す」「行動す
る」などの多様な学びをもたらす工夫が行
われているか。

●履修ガイド
●シラバス
●教育環境の整備（電子黒板・電子教科書） ○

教育 23 毎年度
個々の授業科目について、学修成果や自己
点検・評価の結果等を踏まえて充実が図ら
れ、適切な見直しが行われているか。

●授業評価アンケート
●シラバス ○

教育 24 毎年度

成績評価基準をＤＰ及びＣＰに定められてい
る学修成果の評価の方針と整合性をもっ
て、組織として策定し、学生に周知している
か。また、当該基準は達成水準を明らかに
し、厳格に点数・標語に反映することができ
ているか。公正で透明な成績評価という観
点から達成水準を測定する手法やその配点
基準があらかじめ明確になっているか。

●成績評価基準の策定と公表状況
・シラバス
・履修ガイド
・大学ＨＰ　等

○

教育 25 毎年度
「履修カルテ」「自己評価シート」を用いて、学
生の学修状況に応じた教職指導を行ってい
るか。

●履修カルテ・自己評価シート
●授業評価アンケート
●資格取得状況
●就職の状況（教員）
●卒業時アンケート調査結果（学修成果、満足度等）

○

教育 26 毎年度
学生へ教職課程に関する積極的な情報提供
ができているか。

●大学ＨＰ
●新入生オリエンテーション ○

教育 27 毎年度
必要な体制や施設・設備を整えた上で、個々
の学生の教職に対する意欲を踏まえつつ、
適切な履修指導が行えているか。

●履修カルテ・自己評価シート
●自己評価シート未提出者等に対する学科面談
●教育環境の整備（電子黒板・電子教科書） ○

分野 NO. 点検
時期

中期
計画

点検の基準

教職課程における自己点検・評価シート
＜2024年度の状況に関する点検（モニタリング）＞

対象部局 外国語学部
※上記の対象部局欄にて、ご自身の部局を選択後、点検してください。

根拠資料

改善推進組織による点検

自己点検
○または×

別紙の
有無

昨年度の改善項目の改善状況

☆…教育改革推進室 教学IR推進部門より提供

★…Annual Reportに記載（括弧書きは頁数）



検討中 対応中 対応済 その他

教育 17 毎年度
法令及び教員の養成の目標等と対応した必
要な授業科目が開設されているか。

●履修ガイド
●シラバス ○

教育 18 毎年度

今日の学校におけるＩＣＴ機器を活用し、情
報活用能力を育てる教育への対応が充分可
能となるように、情報機器に関する科目や
教科指導法科目等を中心に適切な指導が行
われているか。

●履修ガイド
●シラバス
●教職課程カリキュラム・マップ ○

教育 19 毎年度

教職課程について、各学科と全学組織であ
る教職課程運営委員会が連携し、学修成果
や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実
が図られ、適切な見直しが行われているか。

●教職課程運営委員会議事録
●履修ガイド
●シラバス

○

教育 20 毎年度

学科等の目的を踏まえ、教職課程科目とそ
れ以外の学科科目等との系統性の確保を図
りながら、コアカリキュラムに対応する教職
課程カリキュラムを編成しているか。

●履修ガイド
●シラバス
●コアカリキュラム対応表 ○

教育 21 毎年度

教員の養成の目標等と授業科目との関係、
授業科目の目的と到達目標、内容と方法、
計画、成績評価基準、事前学修と事後学修
の内容等が明確に記載されているか。

●シラバス ○

教育 22 毎年度

アクティブ・ラーニングやＩＣＴを活用した新
たな手法を導入し、「考える」「話す」「行動す
る」などの多様な学びをもたらす工夫が行
われているか。

●履修ガイド
●シラバス
●教育環境の整備（電子黒板・電子教科書） ○

教育 23 毎年度
個々の授業科目について、学修成果や自己
点検・評価の結果等を踏まえて充実が図ら
れ、適切な見直しが行われているか。

●授業評価アンケート
●シラバス ○

教育 24 毎年度

成績評価基準をＤＰ及びＣＰに定められてい
る学修成果の評価の方針と整合性をもっ
て、組織として策定し、学生に周知している
か。また、当該基準は達成水準を明らかに
し、厳格に点数・標語に反映することができ
ているか。公正で透明な成績評価という観
点から達成水準を測定する手法やその配点
基準があらかじめ明確になっているか。

●成績評価基準の策定と公表状況
・シラバス
・履修ガイド
・大学ＨＰ　等

○

教育 25 毎年度
「履修カルテ」「自己評価シート」を用いて、学
生の学修状況に応じた教職指導を行ってい
るか。

●履修カルテ・自己評価シート
●授業評価アンケート
●資格取得状況
●就職の状況（教員）
●卒業時アンケート調査結果（学修成果、満足度等）

○

教育 26 毎年度
学生へ教職課程に関する積極的な情報提供
ができているか。

●大学ＨＰ
●新入生オリエンテーション ○

教育 27 毎年度
必要な体制や施設・設備を整えた上で、個々
の学生の教職に対する意欲を踏まえつつ、
適切な履修指導が行えているか。

●履修カルテ・自己評価シート
●自己評価シート未提出者等に対する学科面談
●教育環境の整備（電子黒板・電子教科書） ○

分野 NO. 点検
時期

中期
計画

点検の基準

教職課程における自己点検・評価シート
＜2024年度の状況に関する点検（モニタリング）＞

対象部局 文学部
※上記の対象部局欄にて、ご自身の部局を選択後、点検してください。

根拠資料

改善推進組織による点検

自己点検
○または×

別紙の
有無

昨年度の改善項目の改善状況

☆…教育改革推進室 教学IR推進部門より提供

★…Annual Reportに記載（括弧書きは頁数）



検討中 対応中 対応済 その他

教育 17 毎年度
法令及び教員の養成の目標等と対応した必
要な授業科目が開設されているか。

●履修ガイド
●シラバス ○

教育 18 毎年度

今日の学校におけるＩＣＴ機器を活用し、情報
活用能力を育てる教育への対応が充分可能
となるように、情報機器に関する科目や教科
指導法科目等を中心に適切な指導が行われ
ているか。

●履修ガイド
●シラバス
●教職課程カリキュラム・マップ ○

教育 19 毎年度

教職課程について、各学科と全学組織であ
る教職課程運営委員会が連携し、学修成果
や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実
が図られ、適切な見直しが行われているか。

●教職課程運営委員会議事録
●履修ガイド
●シラバス

○

教育 20 毎年度

学科等の目的を踏まえ、教職課程科目とそ
れ以外の学科科目等との系統性の確保を図
りながら、コアカリキュラムに対応する教職
課程カリキュラムを編成しているか。

●履修ガイド
●シラバス
●コアカリキュラム対応表 ○

教育 21 毎年度

教員の養成の目標等と授業科目との関係、
授業科目の目的と到達目標、内容と方法、計
画、成績評価基準、事前学修と事後学修の内
容等が明確に記載されているか。

●シラバス ○

教育 22 毎年度

アクティブ・ラーニングやＩＣＴを活用した新
たな手法を導入し、「考える」「話す」「行動す
る」などの多様な学びをもたらす工夫が行わ
れているか。

●履修ガイド
●シラバス
●教育環境の整備（電子黒板・電子教科書） ○

教育 23 毎年度
個々の授業科目について、学修成果や自己
点検・評価の結果等を踏まえて充実が図ら
れ、適切な見直しが行われているか。

●授業評価アンケート
●シラバス ○

教育 24 毎年度

成績評価基準をＤＰ及びＣＰに定められてい
る学修成果の評価の方針と整合性をもっ
て、組織として策定し、学生に周知している
か。また、当該基準は達成水準を明らかに
し、厳格に点数・標語に反映することができ
ているか。公正で透明な成績評価という観
点から達成水準を測定する手法やその配点
基準があらかじめ明確になっているか。

●成績評価基準の策定と公表状況
・シラバス
・履修ガイド
・大学ＨＰ　等

○

教育 25 毎年度
「履修カルテ」「自己評価シート」を用いて、学
生の学修状況に応じた教職指導を行ってい
るか。

●履修カルテ・自己評価シート
●授業評価アンケート
●資格取得状況
●就職の状況（教員）
●卒業時アンケート調査結果（学修成果、満足度等）

○

教育 26 毎年度
学生へ教職課程に関する積極的な情報提供
ができているか。

●大学ＨＰ
●新入生オリエンテーション ○

教育 27 毎年度
必要な体制や施設・設備を整えた上で、個々
の学生の教職に対する意欲を踏まえつつ、
適切な履修指導が行えているか。

●履修カルテ・自己評価シート
●自己評価シート未提出者等に対する学科面談
●教育環境の整備（電子黒板・電子教科書） ○

分野 NO. 点検
時期

中期
計画

点検の基準

教職課程における自己点検・評価シート
＜2024年度の状況に関する点検（モニタリング）＞

対象部局 法学部
※上記の対象部局欄にて、ご自身の部局を選択後、点検してください。

根拠資料

改善推進組織による点検

自己点検
○または×

別紙の
有無

昨年度の改善項目の改善状況

☆…教育改革推進室 教学IR推進部門より提供

★…Annual Reportに記載（括弧書きは頁数）



　　改善計画

アピールシート

※項目外の取組についてアピールシートを作成する場合は入力不要

改善計画

アピールシート

業績

有効な取組

部局名 教職課程運営委員会

 教職課程の取組についての （ ）

○「自己点検・評価シート」において「×」をつけた項目は必ず改善計画を作成してください。

○「自己点検・評価シート」において「○」をつけた項目で特に業績をアピールしたい場合、または点検項目
にはない取組についてその業績をアピールしたい場合にアピールシートを作成してください。

＜2024年度の状況に関する点検（モニタリング）＞

本学教職課程が現在抱える課題を認識し、問題意識を共有することを目的として、教育実習を終えた直近３か
年の学生を対象としたアンケート結果を基に、学士課程運営検討部会員が意見交換を行う教職FDを実施した。

これまで教職専任教員のみが確認していたアンケート結果を学士課程運営検討部会員と共有したことで、各部
会員がそれぞれの立場や視点から、教職課程に関する意見交換を行うことができた。
また、本FDで挙げられた意見を契機に、2025年6月からは電子黒板などの設備を学生が自習等で活用できる体制
が整った。

項目No. 9

改善を要する点

改善計画
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